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研究成果の概要（和文）：植物園の発展と利用促進に資するため、位置情報技術を活用したスマートフォンアプ
リに着目し、海外の事例を材料として、その可能性と展望について分析と考察を行った。
Bluetoothビーコンによるプッシュ通知は新しい情報提供のあり方をもたらしたが、植物園としての空間利用の
あり方と植物収集・展示における網羅性からはそぐわず、適合性が低いことが示された。
一方で収集された植物種をデータベース化しコンテンツとして充実させることは、植物園として最もふさわしい
情報提供のあり方と考えられる。ただしそれにはボランティア等による多大な労力が不可欠であり、それが望み
にくい我が国では他の手段について模索が必要である。

研究成果の概要（英文）：In order to contribute to the development and use promotion of the botanical
 gardens, we focused on smartphone applications utilizing location information technology and 
analyzed and discussed the possibilities and prospects of overseas case materials.
The push notification by the bluetooth beacon brought a new way of providing information, but it was
 not suitable from the viewpoint of space use as a botanical garden and the coverage in plant 
collection / exhibition, and it was shown that conformity was low.
On the other hand, it is considered that providing the database of the collected plant species and 
enriching it as the content is the most appropriate way to provide information of botanical gardens.
 However, great effort by volunteers etc. is indispensable for that, and in our country where it is 
difficult to seek out, we need to explore other means.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 植物園が現在まで社会に対して貢献してきた範囲は幅広い。しかし昨今の入園者の減少や
地方自治体の財政難は多くの植物園の経営に大きな影響を及ぼしており、それぞれが入園者増
につながるような特色あるサービスを打ち出す必要に迫られている。 
 
(2) その中でも展示の役割は重要であるが、従来植物園が提供している植物ラベルやパンフレ
ット、園内看板などによる効果は限定的であり、新しい誘導・展示方法の開発が必要とされてい
る（引用文献 1）。そしてその手段として期待されているのが IT技術の活用である（引用文献 2）。
しかしその大きな可能性が指摘されつつも、実際は QR コードやフォームを用いた Web による植
物情報の検索などに用途が限られ、利用者が能動的であることが必要とされる点や、基本的に利
用者の興味の範疇でのみ情報提供がなされる点で効果は限定的であり、現状において IT 技術の
活用が市民の新たな興味や関心を引く上で成功しているとは言い難い。 
 
(3) 一方、屋内や屋外施設における実行動と IT技術とを結びつけるものとして、近年位置情報
の活用が注目されている。その背景にはスマートフォンの普及と、GPS や Wi-Fi アクセスポイン
ト、BLE（Bluetooth Low Energy）ビーコンなどを用いた測位技術の発展がある。QR コードなど
と異なり、例えば位置情報を用いたジオフェンシングによる情報取得において利用者は受動的
でよく、本技術は利用者に新たな情報や関心を植え付けることができるとともに、リピータ獲得
にも効果的だと考えられている。屋内施設では、例えば東京国立博物館により作成されたスマー
トフォンアプリケーション（以下アプリ）による先駆的な試みがある（引用文献 3）。 
 
(4) しかし屋内施設と比較し、一定の規模をもつ屋外展示施設での事例は研究開始当初はほと
んどみられなかった。これは位置情報の取得に GPS を用いた場合の粗い精度や、構造物や樹冠に
よる電波の遮蔽の問題、そして GPS に代わる Wi-Fi アクセスポイントや BLE ビーコン近距離測
位技術の屋外使用における様々な制約によると考えられた。 
 
２．研究の目的 
(1) 以上により本研究では、植物園の使命と現状に鑑み、屋外での近距離測位技術を用いた位
置情報の取得とジオフェンシングにおける技術的課題を明らかにし、屋外展示施設での最適な
活用方法を開発・提案することで、国内の植物園の発展に資することを当初の目的とした。そし
てジオフェンシングと、アプリにより得られる位置情報に基づく入園者の行動・嗜好傾向をもと
にした、屋外展示施設の新たな誘導方法を開発することを目的とした。さらに植物園等の屋外展
示施設における近接測位技術を活用した情報案内の技術的課題を明らかにするものとし、研究
遂行の基盤として、自身が作成したアプリを用いるものとした。 
 
(2) しかしながら、当研究開始時の 2014 年 3 月には世界を代表する植物園であるイギリスの
キュー植物園が BLE ビーコンを利用したアプリの実証実験をすでに開始し（引用文献 4）、その
活用における様々な知見が蓄積されることとなった（ただし当アプリの公開は現在中止されて
いる）。屋内展示施設では、例えば先の東京国立博物館アプリの実証実験により詳細な利用ログ
の分析が行われ、BLE ビーコンを用いたナビゲーションについて、その効果といくつかの課題が
明らかとなっている（引用文献 3）。そして背景の変化として、海外ではいくつかの主要な植物
園にてアプリが公開されるようになり、一方で BLE ビーコンを用いた技術は一時注目されなが
らも取り入れられていない。日本の植物園ではアプリの公開すら進んでおらず、より需要が見込
める動物園でも事例はわずかである。屋内施設においては日本においても様々な意欲的な取り
組みがあるが、こと屋外施設については進んでいない現状がある。 
 
(4) そこで本研究では、屋外施設である海外の植物園向けに開発された、位置情報を活用した
アプリを事例として取り上げ、植物園における BLE ビーコンを主とする近接測位技術を用いた
情報提供の可能性について検討を行い、さらには位置情報を活用した植物園における情報提供
の展望について考察を行うことで、日本の植物園におけるアプリ導入をはじめとする IT 化を考
える上での知見の整理、方向性の提言などを行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)  位置情報を活用したアプリの先進的事例として、キュー植物園の「Discover Kew mobile 
app」とシカゴ植物園の「Garden Guide」を分析および考察の材料とした。前者は機能として、
話題となる植物の紹介やイベントの告知の機能、主要な場所や施設をルートに登録しナビゲー
ションする機能とともに、特定のゾーンでは BLE ビーコンを活用したプッシュ通知による、画像
や動画、テキスト情報を駆使した情報提供を可能としていた。一方後者は、BLE ビーコンの利用
は行っていないが、位置情報を活用したより細部に至る作り込みがなされ、豊富なメニューを有
していることもあり、多くの利用者が存在する。 
 
４．研究成果 
(1) 植物園における BLE ビーコンを用いた情報提供の可能性 



BLE ビーコンを主とする近接測位技術を活用したアプリは、マーケティングと結びつきやすい
屋内施設においては様々な用途向けに開発され、洗練されつつあるものの、屋外施設、特に植物
園についての事例は一部に留まっている。キュー植物園のアプリ「Discover Kew mobile app」
はその代表例であるが、本アプリの開発の際に BLE ビーコンの可能性について、ビーコンの設置
形態や電波の有効範囲などに関わる様々なテストが行われ、結果ユーザに対する実用的かつ効
果的な情報提供が可能であることが実証されている。しかしながら、そのような BLE ビーコンを
活用し、これに追随するような植物園はほとんど現れていないのが現状である。その理由として
まず考えられるのは、例えば屋内施設の場合、限られた面積の中に多数の展示物や商品が密集す
る状態にあり、このような場所において IT を活用した誘導や説明等を行うならば、能動的なア
クションを省略できるビーコンによるプッシュ通知の必要性はより高まり、投資の効果もより
大きなものとなると考えられるのに対し、屋外施設の場合は、屋内施設より範囲が広く、展示物
が散在しているのが特徴であり、その点においてユーザによる能動的なアクションは移動の節
目で行うようなものでよく、GPS による測位誤差も十分許容できることから、ビーコンによるプ
ッシュ通知はさほど必要ではないと考えられるからであろう。とはいえ植物園においても、温室
やバラ園など、多様な植物種が密集した区画も存在する。しかしながら、導入を期待させる予算
規模の大きい主要な植物園では、むしろそのような区画は全体の中での一部となり、そこに多額
のコスト（ビーコン導入費用やアプリ作成費用、データ整備費用など）をかけるかは、運営上全
体とのバランスの上で冷静な判断がなされるであろう。 
そしてさらに根源的な問いとして、膨大な植物種を網羅的に収集し、栽培・育成・保存を行う
植物園は、その性質上、数量の制限があり特定の事物や場所を拾い上げるのに特化したビーコン
の機能と、情報提供のあり方の上で相容れない部分があるのではないかと考えられる。つまりそ
れは、目玉としての展示物や”スター”を掲げることに長けた博物館や動物園において、ビーコ
ンの機能はより発揮されうるのに対し、植物園においては、地味ながらその豊富なコレクション
による”網羅性”と”季節性”、つまり量が質を生み出す効果とその変化にこそもたらされる
恩恵がより重要であり、これを広く、容易に味わえるよう IT の効用はより発揮されるべきであ
ると考えられる。 
 
(2) 位置情報を活用した植物園における情報提供の展望 
一方で、植物園に求められるアプリについて俯瞰すると、いくつかの海外の事例があるが、シ
カゴ植物園のアプリ「Garden Guide」にその一つの到達点を見ることができる。その特徴は、ま
ず位置情報を伴う膨大な植物データベースにある。これを提供するアプリ上の「Advanced Plant 
Search」の機能は、植物名や開花時期、形態、色などを入力するとそれに該当する植物がリスト
アップされ、その詳細な説明とともに、園内での植栽位置が地図上で示されるものであるが、こ
のデータベースは 385 エーカー（155.8ha）を覆う全 270 万個体もの植物コレクションを、数百
人のボランティアが 3 年間かけて登録したものであり、その規模は世界にも類を見ないもので
ある。この機能は、上記で示した”網羅性”という特性をよりエンハンスさせる、植物園を対象
とするならではのものである。また豊富な園内ツアーを提供する「Tours」の機能も洗練されて
おり、テーマに沿った植物見学はもちろんのこと、大人だけでなく様々な年齢層の子供が楽しめ
るような施設を案内するツアーや、季節ごとの写真撮影やバードウォッチングに適した場所を
案内するツアーなど、植物愛好家でなくとも興味を引き、散策を楽しめるようなものとなってい
る。もちろんその際、有意義で興味を引く施設やコンテンツが園内に存在することは重要な要素
である。さらに、園内のみならず園外においてもほとんどのコンテンツが利用できるなど、集客
においても効果的なアプリとなっている。そのような園外からの利用については、東京国立博物
館のアプリのログ解析の事例（引用文献 3）においても指摘されており、それによると①来館の
前後に、鑑賞を深めるためのツールとして、②来館とは関係なく、作品の鑑賞のためのツールと
して、という 2つの用途が考えられるという。植物園においても、特に①の用途は、アプリと実
際の植栽展示双方のあり方についての重要な視点を与えるものである。無論、ユーザ側のアプリ
のインストールや操作等に関わる負担感などは、解決すべき問題である。 
以上の例を踏まえると、植物園に係るアプリによる情報提供において、開発に伴う技術的な側
面は重要であるが、それ以上に必要だと考えられるのは、いかに植物園というコンテンツの魅力
や面白さを伝えるかというデザインの力、そしてそのコンテンツを構築し、支えていくための労
力の確保である。特にこの労力について、元来植物園は、ガイドや清掃をはじめ、様々な活動が
ボランティアにより支えられてきた歴史を持つところが多く、アメリカでは特にその意識が高
い。シカゴ植物園のアプリの、その植物データベースの充実をもたらした事例は、IT の持つ目
新しさに覆われてはいるが、内実はその伝統を最大限に引き出した成果であるとも言える。もち
ろん、一転我が国に目を向けるとその土壌は浅く、容易に真似できるものではない。これに類す
る情報提供が、植物園特有の”網羅性”を生み出し、さらなる質的転換へのアトラクティブなデ
ザインへと向かわせる事業としてはたして他の手段で実現可能かどうか、模索していく必要が
あろう。 
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